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研究の目的 

本研究では、国際的身体能力の基準である ICF(国際生

活機能分類)をベースとして、健常者および災害時要援護

者等の個々の身体特性に合わせた災害時要援護者の

Egreessibility (避難可能性)から見た誘導灯を用いた国

際的な避難安全計画を構築することを目的とする。 

研究の内容 

１）国際的身体能力の基準である ICF(国際生活機能分

類)をベースとした災害時要援護者の避難能力評価手法の

詳細検討と確定版の作成 

・火災時避難行動シナリオと求められる能力の整理 

火災の発生・進展に伴い発生する避難行動シナリオの

整理を、ルンド大学の防災研究者により詳細に確認した。

また、それぞれの状況に対して、災害時要援護者が可能

な避難能力について枠組みをルンド大学および日本の福

祉研究者と整理した。最終成果として、日本建築学会大

会（2021.08）にて発表した。 

・災害時要援護者の火災時の避難能力の整理 

高齢者、障害者等の身体能力を属性別に調査し、実施

できる能力を整理した。 

・ICF をベースとした災害時用援護者の避難能力評価手

法の作成 

上記の基礎データをもとに、火災時避難行動シナリオ

に対応して求められる災害時用援護者の避難行動能力 

表１：ICF コードと災害時要援護者の火災時避難行動対

応表（日本語-英語対訳版） 

 

の対応表を作成し、身体能力を示す国際コードである ICF

を用いて記述するための対応づけの作業を行う。その結

果は、国内外の福祉研究者等によりチェックを行った。 

・国際的に利用できる災害時用援護者の避難能力評価

シートの作成 

最終的な成果は、日本語および英語それぞれで作成さ

れる評価シートとして作成した。ICF コードは世界共通で

あるため、英語圏の国または解説書がローカルな言語に

翻訳された国の利用者であれば同シートを用いて災害時

要援護者に求められる避難介助計画を評価できる。 

２）仮想空間（VR を用いた実験空間）を用いた誘導灯

での誘導方法実験の分析 

仮想空間（VR を用いた実験空間）を用いた誘導灯での

誘導方法実験として、日本およびルンド大学において被

験者実験を行った（被験者 20 名、60 名）。この実験デー

タ分析結果より、災害時要援護者の避難に対する知見と

して、日本では導入されていない上向き、下向き矢印の

誘導灯の理解では日本、欧州の被験者の間に差がみられ

たが、それ以外の誘導効果については有意な差は見られ

なかった。天井吊り下げ誘導等においては、上向き矢印

誘導灯単独の場合、設置面と誘導方向のずれから方向指

示が不明確となり、誘導方向の理解にばらつきが見られ

ること、対して、同様の誘導等を床面に配置した場合に

は、設置面と誘導方向が同一となり、明確な誘導が行え

ることが明らかになった。 

 

 

図１：誘導灯の設置位置・種類と自信度 
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図２：誘導灯の設置位置・種類と自信度 

また、日本では未導入の四面の誘導灯においては、視

認する角度によって誘導効果に違いがあり、特定の条件

で理解度が下がることが明らかになった。このため、誘

導灯のよみ方の周知などの啓蒙が必要である。 

具体的には、投映面積比が左 55-90:上 45-10 の時、正答

率は有意差がある。有意差はなかったが左 10-45：上 90-

55 の時に誘導灯を出口から離れて設置した Far 条件でゴ

ール到達への正答率が下がった。すなわち、四面誘導灯

において、一面のみがはっきり見えている場合、二面が

半々で見えている場合には指示方向の理解が高いが、二

面のうち一面のみが見えにくい状況では、指示方向の判

断に誤りが生じることが明らかになった。 

今後、諸外国で用いられているこれらの誘導灯を日本

でも導入することで、より複雑な空間においての誘導も

可能になると考えられる。 

 

 
図３：四面誘導灯の回転角度による指示方向正答率 

 

３）災害時要援護者の介助避難方法についての国際的

観点からの検討 

・災害時用援護者の避難能力に合わせた介助避難方法

の検討および避難安全計画の策定 

データ分析結果の共有、考察等のディスカッション結

果をもとにして、災害時用援護者の避難能力に合わせた

避難方法の検討を行った。その中で、在館者の避難能力

に合わせた避難計画（順次避難・優先避難・介助避難）

の整理、一時避難待避場所（Area of Refuge）設置の重要

性が確認された。オンライン会議方式での交流を深める

ことに加えて、2022 年度には現地に赴き対面での研究交

流としてワークショップを実施することで、ルンド大学

の防災、福祉双方の研究者と日本の研究者との国際研究

拠点を形成した。合わせてオンライン会議での定期的な

交流により相互の研究理解を深めることで、国際共同研

究の成果を国際会議等へ共同発表するなどの活動成果と

して実践する体制を確立した。 

４）国際的な研究成果の公表 

本研究での研究成果は、著名な英文ジャーナル

（Safety Science, 2021.06 (Impact Factor:4.877)）へ

投稿し採用された。研究を通して、日本、スウェーデン、

ニュージーランドの研究者による国際研究拠点を形成し

た。国際会議（国際火災学会(IAFSS)）へ投稿を実施した。 

研究の成果、新知見 

・ICF(国際生活機能分類)をベースとした災害時要援護

者の避難能力評価手法の開発 

・天井吊り誘導灯と床面誘導灯の誘導効果の違いの明

確化（健常者と車いす利用者による視認性の違い） 

・日本で導入されていない上下向き矢印および四面誘

導灯の効果の検証 

・災害時要援護者の介助避難方法についての ICFを用い

た国際的観点からの検討（在館者の避難能力に合わせた

避難計画（順次避難・優先避難・介助避難）、一時避難待

避場所（Area of Refuge）設置の重要性） 

今後の予定 

今回の研究を通して、ルンド大学（スウェーデン）、カン

タベリー大学（ニュージーランド）、早稲田大学（日本）

および関連大学の研究者を中心とした火災安全工学分野

における国際共同研究拠点を形成し重要な繋がりを得た。

この研究者間の繋がりを拡充し発展するとともに、本研

究の成果である ICF(国際生活機能分類)をベースとした災

害時要援護者の避難能力評価手法の拡充を図る。また、

もう一つの成果である欧米で用いられている上向き矢印

の誘導灯およびこれらを組み合わせた四面の誘導灯につ

いて、誘導効果が見られたことから、日本における誘導

灯システムの新提案として、日本での導入提案などを行

うことが望ましい。 
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